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今月の戯れ言　塀
4

の内の懲りない面々

  

第
58
回　

理
事
会
報
告

1
月
22
日

全
国
協
議
会
事
務
局

〈
12
月
会
計
報
告
〉

〈
協
議
事
項
〉

●
名
義
後
援
、
承
認
案
件

●
会
員
制
度
見
直
し
に
つ
い
て

●
全
国
協
議
会
の
財
政
課
題
に
つ
い

て
●
理
事
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

●
年
賀
ハ
ガ
キ
事
業
・
ド
ナ
ー
向
け

冊
子
編
集
発
行
に
つ
い
て

●
第
３
回
合
同
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催
に
つ
い
て

骨髄バンクの最新情報をお知らせする──────────────────────────── 骨髄バンクＮＯＷ
●昨年の年間ドナー登録者数、移植例数とも「過去最多」に

　平成17年（1～12月）の年間データは、ドナー登録者数が39,233人（これまでの

過去最多は16年の28,388人）、移植例数が915例（同798例）と、最多記録を更新し

ました。ドナー登録者は、4万人突破はならなかったものの初の「3万人台」で、“低

迷期”の平成7年～9年の3年間合計（39,903人）にも匹敵する数字です。13年から

はずっと2万人台が続いていましたが、昨年7月以降の急激な伸びが最多記録に結び

つきました。引き続きテレビ、ラジオ、新聞などを通じて公共広告が行われており、

また成人式会場でパンフレットを配布した結果、資料請求や問い合わせが急増してい

ます。さらに年間の移植例数も、過去最多の16年を117例も上回り、800例台を飛び

越えて初の900例台となりました。

●日本骨髄バンクの現状（2005年12月末現在）
 11月 12月 現在数 累計数
ドナー登録者数 5,225 4,105 232,565 295,564
患者登録者数 181 156 3,123 19,697
骨髄移植例数 64 70 － 7,017
20歳未満ドナー 226 240 1,942 －
51歳以上ドナー 188* 170** 1,677 －
注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。
*51歳以上ドナーの延長数　**51歳以上ドナーの新規登録数

●
情
報
誌
第
９
号
の
発
行
に
つ
い
て

●
保
険
適
用
運
動
要
望
書
案
に
つ
い

て
●
W
E
B
サ
イ
ト
更
新
に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

●
財
団
関
連
報
告

●
15
周
年
記
念
事
業
進
捗
状
況

●
2
0
0
6
年
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
集
い
in
船
橋
に
つ
い
て

●
箱
根
駅
伝
で
の
活
動
に
つ
い
て

　

お
正
月
2
．
3
日
、
第
82
回
箱
根

駅
伝
で
学
生
達
が
熱
い
レ
ー
ス
を
展

開
し
多
く
の
国
民
に
感
動
を
与
え
ま

し
た
。

　

今
年
も
主
催
者
で
あ
る
関
東
学

生
陸
上
競
技
連
盟
の
ご
協
力
の
下
、

我
々
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
箱
根
駅
伝
・

骨
髄
バ
ン
ク
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
も
5
年
目
を
迎
え
ひ
と
つ

の
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
2
日
、
10
時
過
ぎ
か
ら
山

登
り
の
5
区
で
み
ぞ
れ
混
じ
り
の
雨

が
降
り
出
し
、
用
意
し
た
チ
ャ
ン
ス

も
思
っ
て
い
た
よ
り
配
れ
ず
募
金
も

集
ま
ら
ず
、
心
身
と
も
寒
い
5
区
で

の
活
動
で
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
は
プ
ル
デ
ン
シ
ャ

ル
生
命
保
険
の
三
森
社
長
を
は
じ
め

社
員
の
方
々
、
そ
の
ご
家
族
や
友
人

の
方
々
約
1
6
0
名
が
、
新
し
く

作
っ
て
下
さ
っ
た
骨
髄
バ
ン
ク
Ｐ
Ｒ

の
の
ぼ
り
を
手
に
、
東
京
・
神
奈

川
の
沿
道
で
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。
又
、
4
大
学
の
学
生
が
60
本
の

の
ぼ
り
を
手
に
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

5
年
前
、
お
正
月
を
病
院
で
過
ご
さ

れ
る
患
者
さ
ん
の
励
み
に
少
し
で
も

な
れ
ば
と
始
め
た
活
動
で
す
！
5
年

間
続
け
て
き
た
な
か
で
20
倍
も
の
数

の
の
ぼ
り
を
設
置
す
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
我
々
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
以
上
に
宮
ノ
下
の
町
を
あ

げ
て
の
協
力
や
、
中
継
所
に
な
っ
て

い
る
鈴
廣
の
社
員
の
方
々
、
湯
本
の

人
々
、
消
防
署
、
箱
根
恵
明
学
園
の

園
長
先
生
と
生
徒
さ
ん
、
今
年
か
ら

協
力
し
て
下
さ
っ
た
一
の
湯
の
皆
様
、

い
ろ
い
ろ
な
形
で
参
加
し
て
下
さ
っ

た
心
優
し
い
皆
さ
ま
の
お
か
げ
と
思

い
ま
す
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
し
て
、
患
者
さ
ん
希
望
を
捨

て
な
い
で
下
さ
い
。

　

平
成
18
年
度
の
厚
生
労
働
省
予
算

の
移
植
対
策
関
係
予
算
が
12
月
21
日

に
内
示
さ
れ
ま
し
た
。
骨
髄
移
植
対

策
事
業
費
は
、
新
た
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
再
構
築
費
が
加
算

さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
分

を
除
く
と
前

年
度
よ
り
約

一
千
八
百
万

円
削
減
さ
れ

て
い
ま
す
。

骨
髄
デ
ー
タ

バ
ン
ク
登
録

費
は
H
L
A

検
査
費
の
単

価
が
下
が
っ

た
こ
と
に
よ

り
、
検
査
対

象
人
員
は
増

え
て
い
ま
す

が
、
内
示
額

は
減
額
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

第
28
回
日
本
造
血
細
胞
移
植
学
会

総
会
（
坂
巻
壽
会
長
：
東
京
都
立
駒

込
病
院
）
が
２
月
24
日
（
金
）、
25

日
（
土
）
に
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
学
会
は

医
療
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
参
加
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、

24
日
に
は
全
国
協
議
会
が
口
演
発
表

を
行
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

演
題
名
：
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
の
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
：　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
4
（
口
演
発
表
）　

非
血
縁
者
間

移
植

　

日
時
：
２
月
24
日　

10
：
25
〜

11
：
45（
セ
ッ
シ
ョ
ン
内
発
表
8
番
）

　

会
場
：
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム　

第
3
会
場　

ホ
ー
ル
B5

●国際協力の現状・バンクを通しての2回提供者・DLI状況（12月末）

1）国際協力の現状

海外ドナーから国内患者へ
登録
患者数

全抗原
適合*

コーディ
ネート数

移植数
累計
移植数

NMDP（米国）→日本 14 14 6 0 105
BTCSCC（台湾） 13 6 5 1 22
KMDP（韓国） 13 10 6 0 11

計 138

国内ドナーから海外患者へ 登録
患者数

全抗原
適合*

コーディ
ネート数 提供数 累計

提供数
日本→NMDP（米国） 22 10 16 2 7
BTCSCC（台湾） 0 0 0 0 0
KMDP（韓国） 99 71 50 5 117
その他の国** ̶ ̶ ̶ 1 19

計 143

* 1人でも適合したドナー候補者が見つかった患者の数。
** その他の国と地域は累計のみ掲載します。提供内訳は香港6件、英国2件、ブラジル
2件、ドイツ2件、ベルギー 2件、オランダ1件、オーストラリア1件、カナダ1件、シ
ンガポール1件、フランス1件。

2）骨髄バンクを介して2回提供された方（累計数） 276人

3）DLI（ドナーリンパ球輸注）療法の実施件数（累計数） 168件

2
0
0
6
年
箱
根
駅
伝

普
及
啓
発
活
動
は「
雨
の
ち
晴
れ
」

●
北
見

　

北
海
道
の
東
に
位
置
す
る
北
見

市
に
お
い
て
は
連
日
マ
イ
ナ
ス
20

度
の
厳
し
い
寒
さ
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
１
月
11
日
〜
16
日
「
い
の
ち
の

輝
き
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
街
が

空
洞
化
し
て
い
る
た
め
、
10
年
前
に

行
っ
た
あ
や
ち
ゃ
ん
展
ほ
ど
お
客
さ

ん
の
入
り
は
よ
く
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
マ
モ
の
詩
を
熱
心
に
読
ん
で
い

た
方
が
多
く
見
ら
れ
、
さ
い
帯
血
移

植
に
よ
っ
て
治
っ
た
子
供
さ
ん
と
お

母
さ
ん
も
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

９
年
前
に
移
植
を
受
け
な
が
ら
も

亡
く
な
っ
た
北
見
の
脇
坂
和
慎
君
の

写
真
・
作
品
展
も
同
時
に
行
い
ま
し

た
。

●
沖
縄

　

沖
縄
県
で
は
、
全
国
巡
回
作
品
に

県
内
患
者
関
係
の
作
品
２
点
を
加
え

た
「
い
の
ち
の
輝
き
展
」
と
献
血
並

行
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
を
、
12

月
19
日
〜
22
日
の
４
日
間
県
庁
１
階

ホ
ー
ル
に
お
い
て
同
時
開
催
し
ま
し

た
。

　

県
内
作
品
の
１
点
は
骨
髄
バ
ン
ク

を
介
し
て
移
植
を
受
け
た
妹
の
こ
と

を
書
い
て
「
未
来
の
お
医
者
さ
ん
・

看
護
師
さ
ん
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
で

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
奥
間
友
芽
子

（
お
く
ま　

ゆ
め
こ
）
ち
ゃ
ん
の
作

品
で
、
も
う
１
点
は
「
与
那
覇
艶
子

さ
ん
を
支
援
す
る
会
」
が
骨
髄
バ
ン

ク
運
動
を
展
開
し
な
が
ら
彼
女
を
励

ま
す
た
め
に
作
製
し
た
作
品
で
す
。

初
日
10
時
か
ら
開
催
し
た
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
県
内
す
べ
て

の
マ
ス
コ
ミ
が
取
材
・
報
道
し
て
い

た
だ
き
、
広
報
効
果
は
抜
群
で
し
た
。

４
日
間
の
登
録
者
は
74
名
で
、
マ
ス

コ
ミ
報
道
を
き
っ
か
け
に
登
録
に
来

ら
れ
た
方
も
い
て
大
成
功
で
し
た
。

 

（
上
江
洲
）

●
栃
木

　

と
ち
ぎ
骨
髄
バ
ン
ク
を
広
め
る
会

で
は
「
県
民
の
集
い
」
と
し
て
栃
木

県
と
共
催
で
『
火
火
』
の
上
映
会
を

10
月
1
日
に
佐
野
市
で
、
１
月
15
日

に
小
山
市
で
開
催
し
ま
し
た
。
そ
れ

そ
れ
の
会
場
で『
い
の
ち
の
輝
き
展
』

を
同
時
開
催
し
、
約
5
0
0
名
の
来

場
者
に
深
い
感
動
と
同
時
に
、
骨
髄

移
植
と
骨
髄
バ
ン
ク
に
つ
い
て
よ
り

深
い
理
解
を
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
「
手
紙
を
読
み
な
が
ら
胸
が
熱
く

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
（
家
族
を
は

じ
め
）
辛
く
て
も
あ
き
ら
め
な
い
で

生
き
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。」
等

の
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 

（
松
原
）

　
　
　
　

全
国
協
議
会
設
立
15
周
年
記
念
事
業

　
　
　
「
い
の
ち
の
輝
き
展
」
全
国
で
開
催
中

別表
当初内示額 前年度予算額

骨髄移植対策 総額　1,163百万円 （1,199百万円）
＜概要＞
（1）骨髄移植対策事業費（骨髄移植推進財団） 484,538千円  （454,241千円）
　　改：骨髄コーディネートシステム再構築費 48,083千円 （          0千円）
（2）骨髄データバンク登録費（日本赤十字社） 678,031千円 （742,037千円）
　　検査対象人員の増（31,500人→33,000人分）

平
成
18
年
度
の

移
植
対
策
関
係
予
算
内
示

15周年記念事業協賛金･協賛品･一般寄付
 （12月19日～1月22日）
アステラス製薬株式会社 100,000円
芝ライオンズクラブ 100,000円
東京武蔵野ライオンズクラブ 100,000円
東京マリーンロータリークラブ 100,000円
東京浅草ライオンズクラブ 60,000円
東京八王子いちょうライオンズクラブ 20,000円
愛宕山ライオンズクラブ 20,000円
東京葛飾ライオンズクラブ 20,000円
東京馬場先門ライオンズクラブ 20,000円
東京鶯谷ライオンズクラブ 20,000円
東京人形町ライオンズクラブ 20,000円
東京三宅島ライオンズクラブ 20,000円
東京代々木ライオンズクラブ 20,000円
豊島西ライオンズクラブ 20,000円
山内昭善 20,000円
高山美子 20,000円
 （敬称略）

第３回骨髄バンク・さい帯血バンク
合同公開フォーラム

空想的近未来像 2009年春
～骨髄バンク・さい帯血バンク～

日時：３月12日（日）10:30～17:00（予定）
場所：日赤会館　東京港区芝大門1-1-3
　　　　都営三田線御成門駅下車３分
　　　　JR山手線浜松町駅下車10分

　骨髄バンク・さい帯血バンク・全国協議会の３
団体共催として開催する合同公開フォーラムも今
回で３回目を迎えます。
　実行委員会でテーマに沿った企画を練っていま
す。それぞれの関係者をはじめ、一般の方々も加
わった討論の場です。「空想的近未来像」につい
てみんなで語らいましょう。

今
年
も
日
本
造
血
細
胞
移
植
学
会
で

全
国
協
議
会
が
口
演
発
表
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　　　    12月19日～1月22日   　　　
㈱タクトコーポレーション 現金 30,000円
美川中学校保健委員会 現金 58,752円
青森県骨髄バンク推進協議会
 現金 20,000円
飯島孝枝 現金 1,000円
徳田ひろみ 現金 1,620円
カワイマサヒロ 現金 50,000円
佐賀花代 現金 3,000円
櫻井康司 現金 20,000円
棟方浩一 現金 10,000円
青木英子 現金 50,000円
吉本哲也 現金 1,000円
塩谷 圭 現金 1,000円
丸山美奈子 現金 15,000円
切明 蹊 現金 5,000円
山本一利 現金 5,000円
世永雅弘 現金 40,000円
赤平公朋 現金 10,000円
高山美子 現金 10,000円
二本柳良子 現金 5,000円
吉龍正雄 現金 100,000円
片山文乃 現金 10,000円
三ちゃん 現金 10,000円
菅 早苗 現金 1,000円
●佐藤きち子患者支援基金
北海道骨髄バンク推進協会帯広支部 
現金 500,000円
社団法人藤沢青年会議所 現金 142,841円
郡山市立大島小学校 現金 40,000円
青木英子 現金 50,000円
中村 信 現金 10,000円
切明 蹊 現金 5,000円
小野田寿子 現金 3,000円
匿名 現金 5,000円
野中陽子 現金 1,000円
●白血病患者支援基金・募金箱
山そば 現金 25,216円
 （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

今月のウラ戯れ言　鬼は外　塀は内

　

12
月
23
日
か
ら
25
日
の
３
日
間
藤

沢
の
シ
ン
ボ
ル
『
江
ノ
島
』
に
て
藤

沢
青
年
会
議
所
主
催
の
「
展
望
灯
台

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
骨
髄
バ
ン
ク
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
事
業
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
海
独
特
の
強
風
、
凍
て
付

く
寒
さ
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
若
い

方
か
ら
『
何
処
で
登
録
を
す
れ
ば
い

い
ん
で
す
か
』
な
ど
と
心
温
ま
る
言

葉
を
頂
き
、
一
生
懸
命
メ
ン
バ
ー
一

丸
と
な
り
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し

た
。
た
だ
声
を
掛
け
る
だ
け
で
は
な

く
、『
チ
ャ
リ
ー
テ
ィ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
バ
ン
ド
・
光
る
ブ
レ
ス
レ
ッ

ト
』
を
一
本
1
0
0
円
で
販
売
し
経

費
を
除
い
た
売
上
金
全
て
を
骨
髄
バ

ン
ク
へ
寄
付
す
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。

　

昨
年
藤
沢
青
年
会
議
所
は
40
周
年

を
迎
え
、『
温
故
知
新
』
を
テ
ー
マ

に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
40
年
間
に

行
っ
た
様
々
な
事
業
な
ど
を
振
り
返

り
、
改
め
て
ま
ち
づ
く
り
の
一
助
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
発
信
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
昨
年
の
２
月
の

大
谷
さ
ん
の
講
演
会
を
き
っ
か
け
に
、

私
共
メ
ン
バ
ー
に
様
々
な《
気
づ
き
》

を
頂
い
た
骨
髄
バ
ン
ク
へ
恩
返
し
の

念
で
少
し
で
も
役
に
立
ち
た
い
と
言

う
も
の
で
し
た
。
一
年
を
振
り
返
り
、

物
事
を
強
引
に
進
め
る
の
で
は
な
く

時
間
は
掛
か
る
が
理
解
を
深
め
て
か

ら
進
め
た
方
が
よ
り
成
果
は
大
き
い

事
を
学
び
ま
し
た
。『
急
が
ば
回
れ
』

で
す
。

　

先
ず
は
知
っ
て
、
理
解
を
深
め
自

ら
が
登
録
、
そ
の
後
自
ら
の
啓
発
や

募
金
活
動
で
更
に
大
き
な
輪
が
生
ま

れ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
骨
髄
バ
ン
ク
に
始
ま
り
骨

髄
バ
ン
ク
で
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
藤
沢
の
み
な
ら
ず
神
奈
川
県

内
の
各
青
年
会
議
所
へ
も
発
信
し
､

大
き
な
う
ね
り
に
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

（
宮
戸
）

　

本
紙
第
1
5
6
号
で
新
潟
か
ら
の

ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
伝
え
ら
れ
ま
し
た

が
、
に
い
が
た
の
会
か
ら
の
ご
紹
介

の
お
か
げ
で
、
富
山
で
も
ダ
イ
ド
ー

ド
リ
ン
コ
様
の
ご
好
意
に
よ
り
、
同

社
自
販
機
の
売
上
げ
か
ら
の
骨
髄

バ
ン
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
募
金
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
設
置
は
ま

だ
一
台
で
す
が
、
そ
の
前
面
に
は
富

山
の
会
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
「
れ

れ
ち
ゃ
ん
」
産
み
の
親
で
あ
る
在
家

智
さ
ん
が
気
合
を
入
れ
て
デ
ザ
イ
ン

し
て
く
れ
た
パ
ネ
ル
が
貼
ら
れ
て
い

ま
す
。
カ
ラ
ー
で
お
見
せ
で
き
な
い

の
は
本
当
に
残
念
で
す
が
、
バ
ッ

ク
ラ
イ
ト
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
「
れ

れ
ち
ゃ
ん
」
の
、
目
立
つ
こ
と
、
可

愛
い
こ
と
、
そ
し
て
何
よ
り
、
美
し

い
こ
と
！　

募
金
よ
り
も
何
よ
り
も
、

こ
の
パ
ネ
ル
を
同
社
の
全
て
の
自
販

機
に
貼
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い

の
で
す
が
!! 

（
品
川
）

　

新
年
１
月
７
日
、
青
森
市
内
ア
ウ

ガ
ホ
ー
ル
に
て
〝
骨
髄
ド
ナ
ー
っ
て

何
？
〞
と
い
う
テ
ー
マ
で
骨
髄
移
植

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
穏
や
か
な
雪
の
降
る
中
、
道

行
く
人
た
ち
に
イ
ベ
ン
ト
の
案
内
を

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
た
ち
の
姿
が
純

白
の
雪
に
美
し
く
映
え
ま
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
に
併
行
し
て
終
日
ド
ナ
ー
登

録
会
も
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
は
４
部
構
成
で
、
①
映
画
「
金
色

の
く
じ
ら
」
の
上
映　

②
山
上
進
氏

に
よ
る
津
軽
三
味
線
の
演
奏　

③
大

谷
貴
子
会
長
の
講
演　

④
映
画
「
世

界
の
中
心
で
、
愛
を
叫
ぶ
」
の
上

映
で
、
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
多

く
の
方
々
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
の
ス
タ
ッ
フ
の

中
に
は
既
に
骨
髄
移
植
を
受
け
た
患

者
さ
ん
や
ご
家
族
の
方
々
の
姿
も
多

数
見
ら
れ
、
骨
髄
移
植
が
北
国
青
森

に
し
っ
か
り
と
根
を
お
ろ
し
て
い
く

こ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
一
日

で
し
た
。 

（
根
井
）

宮
崎
県
椎
葉
村

　

平
成
18
年
の
幕
開
。
1
月
3
日
も

深
ま
り
、
4
日
へ
移
ろ
う
か
と
し
た

時
、「
こ
ん
ば
ん
わ
」
と
会
長
の
声

が
旅
館
に
ひ
び
き
ま
し
た
。
旅
館
ま

で
の
話
を
聞
け
ば
、
暗
く
て
家
の
明

か
り
も
な
く
ど
ん
な
と
こ
ろ
を
走
っ

た
か
も
わ
か
ら
ず
、
た
だ
感
じ
た
の

は
こ
の
あ
た
り
の
人
は
早
く
寝
る
の

だ
な
あ
と
の
こ
と
。
本
当
の
と
こ
ろ
、

ほ
と
ん
ど
家
の
な
い
と
こ
ろ
を
走
っ

て
き
た
の
で
明
か
り
を
感
じ
な
か
っ

た
の
で
す
。

　

会
長
が
到
着
し
た
場
所
は
、
宮
崎

県
人
で
も
な
か
な
か
足
を
運
ぶ
こ
と

が
な
い
市
内
か
ら
4
時
間
近
く
か
か

る
椎
葉
村
。
道
路
は
昨
年
の
台
風
で

被
害
を
受
け
た
ま
ま
の
と
こ
ろ
が
か

な
り
あ
り
、
車
1
台
し
か
通
れ
な
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
で
、
な
ぜ

人
の
少
な
い
所
へ
…
。
実
は
４
日
の

成
人
式
で
の
講
演
の
た
め
足
を
運
ん

で
も
ら
っ
た
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
ド

ナ
ー
登
録
会
も
各
機
関
の
方
々
の
ご

協
力
で
実
現
し
、
10
名
の
方
が
登

録
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
3

人
の
振
袖
姿
の
新
成
人
も
含
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
会
長
の
話
に
耳
を
傾
け
、

行
動
を
お
こ
し
た
新
成
人
に
感
銘
を

受
け
た
こ
と
は
書
く
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

講
演
も
終
わ
り
、
帰
り
の
飛
行
機

の
時
間
が
せ
ま
る
中
、
登
録
会
の
様

子
が
気
に
な
る
会
長
。
最
後
ま
で
見

届
け
た
い
気
持
ち
が
伝
わ
り
、
東
京

行
き
の
空
席
を
探
す
。
も
ち
ろ
ん
正

月
明
け
で
、
全
て
満
席
、
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
す
ら
申
し
込
め
な
い
状
態
。

あ
き
ら
め
る
し
か
な
い
な
と
思
っ
た

時
、
座
席
が
確
保
で
き
た
と
の
連
絡

が
飛
び
込
み
、
大
喜
び
。
登
録
会
も

最
後
ま
で
見
届
け
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
、
登
録
会
、
会
長
と
話
す

時
間
も
与
え
ら
れ
た
宮
崎
の
メ
ン

バ
ー
は
、
正
月
早
々
幸
先
よ
く
、
走

り
始
め
ま
し
た
。
余
談
で
は
あ
り
ま

す
が
、
会
長
の
パ
ワ
ー
は
満
席
の
飛

行
機
か
ら
さ
え
も
席
を
も
ぎ
と
る
ら

し
い
と
さ
さ
や
か
れ
は
じ
め
て
い
ま

す
。 

（
豊
永
）

北
国
青
森
に

根
を
お
ろ
し
た
骨
髄
移
植

青森

《
気
づ
き
》　

〜

江
ノ
島
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

骨
髄
バ
ン
ク
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

神奈川

新
潟
に
続
き
、

富
山
で
も
自
販
機
設
置
！

富山

　

一
昨
年
来
、
㈱
サ
カ
タ
の
タ
ネ
か

ら
販
売
さ
れ
て
い
る
新
色
の
パ
ン

ジ
ー
「
虹
色
ス
ミ
レ
」
で
す
が
、
今

年
も
お
花
屋
さ
ん
、
園
芸
店
等
の
店

先
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
虹
色
ス
ミ
レ
」
の
商
品
ラ
ベ
ル
に

は
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
へ
の
協
力
と
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
が
掲
載
さ
れ
、
売
上

金
の
一
部
が
全
国
協
議
会
に
い
た
だ

け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
家

の
近
く
で
虹
色
ス
ミ
レ
を
販
売
し

て
い
る
お
店
は
次
の
ア
ド
レ
ス
で
検

索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
店
頭
に

は
今
ま
で
な
か
っ
た
色
の
パ
ン
ジ
ー

が
並
ん
で
い
ま
す
。http://w

w
w
.

sakataseed.co.jp/syouhin/

nijiiro2005/

　

み
な
さ
ん
の
お
家
や
お
住
い
の
街

の
花
壇
を
彩
り
鮮
や
か
な
「
虹
色
ス

ミ
レ
」
で
飾
り
ま
し
ょ
う
。

﹃
虹
色
ス
ミ
レ
﹄今
年
も
好
評
発
売
中

最新医療情報　その36

抗がん剤について
　1950年代に、毒ガスの一種であるナイトロジェンマスタードによる悪
性リンパ腫の治療実験から抗がん剤治療が始まりました。その後、数多く
の抗がん剤が開発され現在に至っています。さらに副作用を抑える薬剤も
開発され、より多くの抗がん剤を投与できるようになってきました。これ
により、白血病や悪性リンパ腫では治癒が得られる患者さんも少なくあり
ません。しかし一方で、数多くの固形がん（胃がん、大腸がん、肺がんな
ど）では、延命への寄与はまだまだ小さいのが現状です。これを受けて、
1980年代から世界的にも批判的な意見も出るようになってきました。
　抗生物質は細菌と人の正常細胞との違いの研究から、細菌のみを傷害す
る薬剤です。しかし、がんと正常細胞とはほとんど違いはありません。が
んはどんどん増殖しているという特徴を有します。そこで、この増殖する
細胞を障害することを目的に開発されたのが、抗がん剤です。ですから、
増殖する細胞はがんに限らず、どんな細胞でも障害します。ところが、人
の60兆個と言われる正常細胞の内、約0.5%の3000億個の細胞は増殖
をしているのです。これが、骨髄、消化管粘膜、毛髪などです。抗がん剤
を投与すると、当然のようにこれらも障害され、これが白血球減少、嘔吐、
下痢、脱毛などの副作用につながるのです。 つまり、抗がん剤とはがんに
効く薬と言うより、がんにも効く薬なので 
す。言い換えれば、がんが小さくなるのも、白血球減少、下痢、嘔吐も同
じ効果だということです。我が国のがん研究のリーダーである国立がんセ
ンターの杉村 隆先生は、「抗がん剤の主作用が白血球減少や下痢で、副作
用ががんの縮小」という意味深い言葉をなげかけておられます。

　抗がん剤も他の薬と同様、多すぎれば毒であります。しかも、前述した
ようにがん細胞に毒の時は、正常細胞にも毒ということになります。こ
のような難しい薬の投与量をどのように決められているかご存知でしょう
か。実は人が死なない限界の量（最大耐用量）が投与量です。そしてこの
限界は、副作用をカバーする薬剤の開発により、さらに高まっています。
つまり少しでも多くの抗がん剤を投与しようというのが基本方針です。 し
かし、その量はがんが死ぬ量よりはかなり低い量になることがほとんど
で、実際がんが半分程度に縮小するのは、5人に1人程度の割合です。も
う一つ大きな問題は、限界の量を決定するのに、10-15人程度の決めら
れているということです。実は遺伝子学的に個人によって抗がん剤の適量
が5-50倍異なることが判明しました。これは、分解酵素の量によります。
アルコールと同じで、分解酵素が多ければ多量摂取しても大丈夫ですが、
少ないと危ないことになります。つまり、まだアルコールを飲んだことの
ない人に、いきなりウイスキーのボトルを1本飲ませるようなものです。
そして、このような人間の限界の量を投与し、副作用は我慢して頂いたと
しても、延命につながるかどうかは不明なのです。
　以上の現在の抗ガン剤治療の結果から、現在は抗がん剤無用論に示され
るように、大した効果もないのに副作用に苦しまず、がんと闘わずに静か
に過ごすか、あるいは奇跡を信じ、苦しみに耐えて闘うかどちらかの選択
を患者さんに迫っています。結局、選択することができず、どうせ奇跡を
信じるなら新聞広告を信じて、民間療法、代替療法を試そうという患者さ
んが多いの現状です。

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
た
ち

雨
宮
さ
ん
（
静
岡
）
の
巻

リ
レ
ー
紹
介

　

雨
宮
さ
ん
（
ア
メ
ミ
ヤ
と
読
み
ま

す
）
は
島
田
市
金
谷
で
ダ
ス
キ
ン
レ

デ
ィ
を
し
て
い
ま
す
。

 

ダ
ス
キ
ン
商
品
の
紹
介
・
販
売
+

骨
髄
バ
ン
ク
の
お
手
伝
い
を
一
緒
に

し
て
皆
さ
ん
に
配
達
し
て
く
れ
て
ま

す
。
自
宅
で
チ
ラ
シ
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ

セ
ッ
ト
を
化
粧
品
の
紹
介
と
一
緒
に

（
ど
ち
ら
が
主
か
は
?
）
集
ま
っ
た

方
た
ち
と
作
成
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

 

お
友
達
も
共
感
し
て
家
に
持
っ
て

帰
っ
て
子
供
さ
ん
た
ち
・
ご
夫
婦
で

作
成
し
て
く
れ
て
ま
す
。
チ
ラ
シ
配

り
に
も
参
加
し
て
く
れ
て
と
っ
て
も

助
か
っ
て
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

仲間と一緒に（写真中央）

○　
「
各
地
か
ら
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
」

で
長
崎
の
会
が
漏
れ
て
い
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
こ
こ
に
掲
載

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
　

◆
長
崎　

県
内
に
て
月
１
回
の

登
録
会
を
行
い
ま
す
。

○　

前
号
の
寄
付
欄
に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
東
京
21
世
紀
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
様
か
ら
の
ご
寄
付
は

『
5
0
0
、0
0
0
円
』
の
誤
り

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

前
号
の
訂
正
と
お
詫
び


